
（別紙３）

～ 令和6年12月29日

（対象者数） 93 （回答者数）
36

～ 令和7年1月9日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も専門職（公認心理師・言語聴覚士、理学療法士、作

業療法士）の助言をもとに活動プログラムを作成し、お子さ

まが楽しみながら社会性やコミュニケーション力を高められ

るよう支援力の向上を目指します。

2

・今後も保護者向け支援プログラムを計画的に実施するとと

もに、よりご家族が安心して子育てができるようなサポート

を目指します。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・放課後児童クラブ等との関係構築方法や地域のこどもたち

と一緒に活動する機会について検討、実施する。

2

・引き続き、契約時などに各種マニュアルの説明やファイル

の保管場所について保護者と一緒に確認する。

・ファイルの保管場所を、わかりやすく掲示する。

3

・お子さまが、楽しみながら社会性やコミュニケーション力を

高められる支援の提供ができているのではないかと思います。

・屋外活動（科学館、水族館、店舗等）を積極的に企画してい

ます。お子さまが、地域へ出掛ける経験を通してマナーやルー

ル、金銭感覚等を学ぶことができるようにしています。

・活動には、専門職（公認心理師、言語聴覚士、理学療法士

等）にも一緒に参加してもらい、活動後の振り返りでは気に

なった点や改善事項等など、助言や情報共有を行っています。

・家族が参加できる研修会（合同保護者会(ペアレント・ト

レーニング等）の企画や情報提供ができているのではないかと

思います。

・マルヤガーデンズと連携し、7月に子育て支援講座（単

日）、9月～１０月にペアレント・プログラム（全6回）を実

施しています。

・事業所での茶話会（年３回）も実施し、保護者同士のつなが

りを大切にしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・放課後児童クラブや児童館との交流や、地域のこどもと活動

する機会の工夫が必要である。

・放課後児童クラブや児童館との交流がない。

・地域のこどもたちと一緒に活動する機会については、どのよ

うな形で実施できるか検討する必要がある。

・各種マニュアルや非常時・事故対応などについて、保護者へ

の周知方法の改善が必要である。

・保護者が、各種マニュアルを見る機会が少なく、置いてある

場所も知らない可能性がある。

令和6年12月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　ガーデンキッズトリア（放課後等デイサービス　ピッコロ）

○保護者評価実施期間
令和6年12月5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


